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相田美砂子理事・副学長(大学改革担当)の 

IUPAC2017 女性化学者国際賞受賞が決定しました 
 

本学の相田美砂子 理事・副学長(大学改革担当)が、IUPAC(*)2017 女性化学者国際賞

(IUPAC2017 Distinguished Women in Chemistry or Chemical Engineering Award)に選

ばれました。今年の受賞者は世界各国から 12 人が選出され、7 月にブラジル・サンパウロで開

催される IUPAC 国際化学会議において表彰される予定です。 

 

この賞は、2011 年に世界化学年の一環として、化学や化学技術に対する女性研究者の貢献を

称えるために創設され、1 年おきに表彰されています。 

受賞者は、優れた研究、教育における優れた業績または化学におけるリーダーシップや指導的

役割の実績により選ばれ、相田理事・副学長は日本人研究者として４人目です。 

 

【受賞者のコメント】 

理論化学分野の研究と、それに基づくこれまでの様々な取り組みがグローバルな視点から認め

られ、うれしく思っています。これからもさらに一層、頑張っていきたいと思います。 

 

【主な業績】 

相田理事・副学長は、1998


